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公益社団法人

岡田繁憲氏
おか だ

富山県南砺市（福野町）に生まれる

文化勲章受章者の故奥田元宋氏に師事　日展初入選

日展特選　日展会友

セントラル日本画大賞展に招待出品

日展特選　文化庁現代美術選抜展出品　とやま賞受賞

　　　「森の譜」・「緑陰譜」内閣官邸借上

富山県民会館美術館にて個展

北日本美術大賞展にて特別賞受賞

となみ野展にて部門賞受賞　「森の鳥」新首相官邸借上

日展審査員

日展会員　となみ野展にて部門賞受賞

高岡市美術館にて「日本画の最前線」展

南砺市福光美術館

「岡田繁憲日展出品32作品と遊虎・紫音親子3人展」

日展審査員

　当センターは今年9月に設立10周年を迎えます。この10年間、犯罪被害者や関係者からの相談、
支援に携わってきたボランティアの皆さんに活動を振り返ってもらい、あらためて被害者に寄り
添う姿勢について考えたいと思います。

　犯罪被害者支援員になって10年になります。一つ
として同じような事案はないので、悩み、戸惑いな
がら支援活動に携わっています。私がこれまで経験
してきた支援の内容は、電話相談を受けたり、病
院・裁判所への付き添いや裁判所における傍聴記録
を取ったりなどをしてきました。また自助グループ
での支援では、これまでの幸せな生活を一変させる
犯罪被害に苦しむ方のお話を聴いたりして、辛い気
持に寄り添い、私なりにそれぞれの事案に対応して
います。これからも頼られる支援員を目指して、リ
ーダー相談員の助言を受けながら、自分が被害者の
立場だったら、私に何が求められているのだろうか
と考え、犯罪被害者に寄り添って支援にあたってい
きたいと思っています。（小林）
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正会員、賛助会員等発　行／富山県公安委員会指定犯罪被害者等早期援助団体
　　　　公益社団法人とやま被害者支援センター
責任者／事務局長　宮本　春慶
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しげ のり

設立10周年に思う〈上〉

悩み、戸惑いながらも…
　2006年5月から被害者支援というものが何か全くわ
からないまま応募し、研修に参加しました。県警の
機動隊の建物で研修を受け、毎回レポートを県警の
担当者に提出しました。
　その年の10月に現在の建物の2階にセンターがオー
プンし、最初は皆、手探り状態で電話がかかってく
る度にドキドキのスタートでした。支援員になって
10年になりますが、被害者やご遺族の方々のお話を
聴く度に胸が詰まり、落ち込んでしまいます。そう
いう方々が、少しでも日常生活に戻れ、安心して生
活ができるようこれからも精進していきたいと思い
ます。（米田）

被害者の安心のために

講演会＆コンサートセンター設立10周年記念

『命の大切さを学ぶ作文コンクール
                                優秀作品の表彰と朗読』
　　　　　　　　　　　　　　　        （中・高校生）

第1部

『講演会』　　尾木直樹さん（法政大学教授）第2部

『コンサート』Tomomiさん（シンガー・ソングライター）第3部

日時

場所

講演会＆コンサート講演会＆コンサートセンター設立10周年記念センター設立10周年記念
入場無料

　今年の桜は、春の嵐もあってかあっという間の感があった。
　この五月には富山市でG7環境相会合が開催されるが、こ
のところの地球規模の温暖化は、樹木の開花にも影響を及ぼ
していると聞く。
　例年、誰しもが待ち望む桜の開花、「春眠打破」という言葉
があるが、自ら厳しさの中に身を置き、支援を求める人達に希
望の光を、また心の安らぎや癒しを得ていただける“桜花”の
ような存在になりたいものである。

編集後記

平成28年11月26日（土）　
午後1時30分から

オークスカナルパークホテル富山
（富山駅北口から徒歩2分）
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富山地方検察庁検事正　中村　周司

１ はじめに
　本年９月にとやま被害者支援センターが節目の設立10年を迎えられますことを心からお慶びを申し上げ
ますとともに、関係者の皆様方に対して本日までの御労苦に対して心から敬意を表する次第です。
　この間、刑事司法においても裁判員裁判の導入や被害者参加制度等の法整備がなされてきましたが、貴セ
ンターにおかれましても平成18年設立当初の民間団体から同22年には富山県公安委員会の指定する「犯罪
被害者等早期援助団体」、同25年からは、「公益社団法人」へと富山県内で着実に認知されるだけでなく、
その担う責務も更に重要なものになってまいりました。

２ 県内における治安情勢
　ところで、平成27年に当富山地検が受理をした富山県内の刑法犯等事件数は、平成25年のそれと比較す
ると2割以上減少しました。
　この状況は、県内における官民挙げての犯罪抑止対策の成果であるものと思われます。
　しかし、いかに犯罪件数が減少したといっても、日々発生する事件の中で新たに犯罪の被害に遭う方が存
在するのであり、その支援を十分に行うことに変化はありません。

３ 検察における被害者支援
　検察における被害者支援活動は、刑事手続の流れに沿って捜査段階、公判段階、判決後の大きく３つの段
階に分けることができますが、犯罪被害に遭われた方やその御家族の方々の不安や悩みなどを少しでも解消
し、和らげていただくために専従の「被害者支援員」を配置し、その段階ごとに様々な支援活動を行ってい
ます。
　例えば、「裁判所の法廷への案内や付添い」、「犯罪被害者等の方々から請求された刑事確定記録・不起
訴記録・被害者等参加事案の記録の閲覧手続に際し、担当部署への取次ぎやその他の援助」、「証拠品の返
還に際し、担当部署への取次ぎやその他の援助」、「犯罪被害者の方々の状況に応じて、精神面、生活面等
の支援を行っている関係機関の紹介」などです。
　また、貴センターはもとより、県内各種関連機関で組織する富山県被害者支援連絡協議会に加入し、ネッ
トワークを構築することにより犯罪被害者の方々に対するきめ細やかで、かつ、途切れのない支援を目指し
て緊密な連携に務めております。

４ とやま被害者支援センターと当庁との協調関係
　被害者参加する方に対して貴センター職員の方が法廷に付き添われるケースもあり、そのための当庁職員
との打合せや定期的な意見交換会を実施するだけでなく、貴センター及び当庁主催の各種犯罪被害者等支援
のための研修に双方の職員が参加しあうなど両機関が緊密な連携を保っているものと理解しております。

５ 終わりに
　本年４月１日に第３次犯罪被害者等基本計画が閣議決定され、また、今秋をめざして富山県議会において
犯罪被害者支援条例が検討されている由であり、富山県内の犯罪被害者関連事業は新たな展開を迎えるもの
と思われます。
　最後に貴センター関係者の皆様の御健康と御活躍そしてさらなる御発展を祈念して私のお祝いの言葉に代
えさせていただきます。

とやま被害者支援センター設立10周年に当たってとやま被害者支援センター設立10周年に当たって 平成27年度　臨時総会の開催平成27年度　臨時総会の開催平成27年度　臨時総会の開催
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項　目 細　目 内　　　　　　　　　　容 期間等

相談事業

電話相談 専用電話による無料電話相談を実施します。 月～金曜日
面接相談 面接による相談を実施します。 予約制

専門相談 弁護士による無料法律相談、臨床心理士等による心理面接相談を行
います。 予約制

直接支援事業

危機介入 被害発生直後に警察情報の提供を受け、早期に現状に近い状態への
回復を支援します。 必要に応じて

同行支援 訪問、傍聴付添、代理傍聴等の直接的な支援を実施します。 必要に応じて
犯給金裁定申請
手続きの補助 犯罪被害者等給付金申請の補助等を行います。 必要に応じて

被害者等の自助
グループの支援 自助グループの活動を支援します。 毎月1回開催

広報事業

広報啓発活動

ア　広報紙の発行
イ　パンフレット等の広報資料の作成・配布
ウ　講演会等の開催
エ　ホームページの利用
オ　11月を広報啓発強化月間と位置付け、多様な広報啓発活動の展開

設立10周年記
念事業

設立10周年を記念して、
・センターの活動状況等紹介DVDの製作
・10周年記念講演会＆コンサートの開催
等により、センターの知名度、活動の周知に努めます。

11月26日(土)

支援員の養成・
支援スキルの向上

研修会等の開催 臨床心理士、弁護士、医師等の協力会員を講師とした研修会等を開
催します。

研修会等への参加 全国被害者支援ネットワーク等が主催する研修会等へ積極的に参加
します。

調査・研修 支援の在り方、性犯罪被害者ワンストップセンター等に関する調
査・研究を行います。

新規ボランティ
アの採用

相談及び直接的支援等の事業活動を充実させるため、新規のボラン
ティアの募集を行います。

関係機関・団体
との連携による
支援活動

全国被害者支援
ネットワーク

全国被害者支援ネットワークの事業に参加し、幅広い知識と新しい
情報の収集に努めます。

富山県警察等と
の連携

富山県警察及び富山県被害者支援連絡協議会等との連携を図り支援
活動を推進します。

財政基盤の強化

ファンドレイジ
ング活動の継続

第２期３か年計画に基づいて、企業、各種団体を中心に賛助会員の
確保・拡大を図ります。

支援金付自動販
売機の拡充等

寄付金の募集、募金箱の設置・被害者支援自動販売機の設置、ホン
デリング活動を積極的に展開します。

　３月19日（土）、午後１時30分からパレブラン高志会館に
おいて、平成27年度臨時総会が開催され、「平成28年度事
業計画及び収支予算書」が承認されました。

平成28年度事業計画� （平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）

理事の交代� （平成28年4月1日付け）

平成28年度収支予算� （単位＝円）
科　　　　　目 平成28年度 平成27年度 増　　減

経
常
収
益

会費 8,035,000 7,965,000 70,000
補助金等 10,110,000 9,520,000 590,000
寄附金 300,000 300,000 0
雑収入 750 750 0
経常収益計 18,445,750 17,785,750 660,000

経
常
費
用

事業費 16,395,238 13,979,571 2,415,667
管理費 3,654,494 3,941,051 △286,557
経常費用計 20,049,732 17,920,622 2,129,110
当期経常増減 △1,603,982 △134,872 △1,469,110

役　　職 辞　　職 就　　任
専務理事兼事務局長 久　保　伸　男 宮　本　春　慶
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内閣府交通事故被害者サポート会議（県民会館）
女性相談員等連絡会議（サンシップ）
砺波市被害者支援ネットワーク会議（砺波警察署）
犯罪被害者等支援関係機関連携会議（県民会館）
南砺市被害者支援ネットワーク会議（南砺署）
富山市被害者支援ネットワーク会議（富山西署）
黒東地区被害者支援ネットワーク会議（入善署）
氷見市被害者支援ネットワーク会議（氷見署）
富山地方検察庁との定期連絡会（富山地方検察庁）
黒部市被害者支援ネットワーク会議（黒部署）
富山地方検察庁との定期連絡会（とやま被害者支援センター）

活　動　報　告活　動　報　告活　動　報　告

対応結果

相談及び直接的支援件数の10年間の推移
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直接的支援の内訳
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直接的支援

総 　 数

総数
382

相談のみ
326

直接的支援 28
他機関紹介 8
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平成28年度の弁護士による無料法律相談について平成28年度の弁護士による無料法律相談について

予約制で、いずれも午前10時～正午まで開きます。
詳しくは当センターへお尋ねください。

開
催
日

研 修 会
　継続研修会
1月12日　リスニング技術　～基本的事項とロールプレイ
  　　　 　講師：楠本節子氏
  　　　  （NNVS認定コーディネーター　大阪被害者支援アドボカシーセンター）
2月19日　富山少年鑑別所見学

　少年院と少年鑑別所の違いや収容された少年の過ご
し方等について知り、その後施設を見学させてもら
い、とても貴重な勉強をさせていただきました。収容
者の居住スペースに一歩入ると鍵が厳重にかけられ、
普段感じることのない緊張感を感じました。母親でも
ある私は、この施設に収容される少年が一人でも少な
くなればいいな…と思いました。（薮下）

県外研修
2月13日、14日　平成27年度質の向上研修下半期　東海北陸ブロック研修会（愛知）4名参加

講演活動　「命の大切さを学ぶ教室」
1月28日　雄峰高校　　（1学年）　
2月  4日　　　〃　　　（2学年）　

240人

2月12日　砺波工業高校（3学年）　160人
2月17日　雄山高校　　　　　　　  195人

自助グループ支援活動
1月29日　　2月23日　　3月25日

広報活動
1月  7日
1月14日
1月28日
2月  4日
2月16日
2月18日
2月25日
2月26日
1月26日
3月  2日
3月24日

　経験豊富な先輩方に囲まれ、地元では体験できないさまざまな研修に参加することができました。
視点を変えて物事を見たり、自分を客観的に知ったりすることで、初心に帰ることもできました。本
当に充実した良い時間を過ごさせていただきました。（横林）

3月26日　情報交換会

5月25日（水）
6月29日（水）
7月27日（水）

8月31日（水）
9月28日（水）
10月26日（水）

11月30日（水）
12月28日（水）
1月25日（水）

2月22日（水）
3月29日（水）

平成27年度とやま被害者支援センター支援状況平成27年度とやま被害者支援センター支援状況平成27年度とやま被害者支援センター支援状況
　平成27年度、とやま被害者支援センターが受理した相談及
び直接的支援件数は382件で、前年に比べ156件の減少となり
ました。特徴的傾向としては、県内在住の方が県外で被害に
遭われたことにより、他県の被害者支援センターと連携した
支援が複数件ありました。
※全国被害者支援ネットワークの指導により、平成27年度から、支援活
動状況の集計方法の見直しがなされました。これにより、電話相談が
増加しましたが、直接的支援が減少しました。
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公益社団法人とやま被害者支援センターだより 公益社団法人とやま被害者支援センターだより

内閣府交通事故被害者サポート会議（県民会館）
女性相談員等連絡会議（サンシップ）
砺波市被害者支援ネットワーク会議（砺波警察署）
犯罪被害者等支援関係機関連携会議（県民会館）
南砺市被害者支援ネットワーク会議（南砺署）
富山市被害者支援ネットワーク会議（富山西署）
黒東地区被害者支援ネットワーク会議（入善署）
氷見市被害者支援ネットワーク会議（氷見署）
富山地方検察庁との定期連絡会（富山地方検察庁）
黒部市被害者支援ネットワーク会議（黒部署）
富山地方検察庁との定期連絡会（とやま被害者支援センター）

活　動　報　告活　動　報　告活　動　報　告

対応結果

相談及び直接的支援件数の10年間の推移
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　継続研修会
1月12日　リスニング技術　～基本的事項とロールプレイ
  　　　 　講師：楠本節子氏
  　　　  （NNVS認定コーディネーター　大阪被害者支援アドボカシーセンター）
2月19日　富山少年鑑別所見学

　少年院と少年鑑別所の違いや収容された少年の過ご
し方等について知り、その後施設を見学させてもら
い、とても貴重な勉強をさせていただきました。収容
者の居住スペースに一歩入ると鍵が厳重にかけられ、
普段感じることのない緊張感を感じました。母親でも
ある私は、この施設に収容される少年が一人でも少な
くなればいいな…と思いました。（薮下）

県外研修
2月13日、14日　平成27年度質の向上研修下半期　東海北陸ブロック研修会（愛知）4名参加

講演活動　「命の大切さを学ぶ教室」
1月28日　雄峰高校　　（1学年）　
2月  4日　　　〃　　　（2学年）　

240人

2月12日　砺波工業高校（3学年）　160人
2月17日　雄山高校　　　　　　　  195人

自助グループ支援活動
1月29日　　2月23日　　3月25日

広報活動
1月  7日
1月14日
1月28日
2月  4日
2月16日
2月18日
2月25日
2月26日
1月26日
3月  2日
3月24日

　経験豊富な先輩方に囲まれ、地元では体験できないさまざまな研修に参加することができました。
視点を変えて物事を見たり、自分を客観的に知ったりすることで、初心に帰ることもできました。本
当に充実した良い時間を過ごさせていただきました。（横林）

3月26日　情報交換会

5月25日（水）
6月29日（水）
7月27日（水）

8月31日（水）
9月28日（水）
10月26日（水）

11月30日（水）
12月28日（水）
1月25日（水）

2月22日（水）
3月29日（水）

平成27年度とやま被害者支援センター支援状況平成27年度とやま被害者支援センター支援状況平成27年度とやま被害者支援センター支援状況
　平成27年度、とやま被害者支援センターが受理した相談及
び直接的支援件数は382件で、前年に比べ156件の減少となり
ました。特徴的傾向としては、県内在住の方が県外で被害に
遭われたことにより、他県の被害者支援センターと連携した
支援が複数件ありました。
※全国被害者支援ネットワークの指導により、平成27年度から、支援活
動状況の集計方法の見直しがなされました。これにより、電話相談が
増加しましたが、直接的支援が減少しました。
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公益社団法人とやま被害者支援センターだより 公益社団法人とやま被害者支援センターだより

ホンデリング　～本で広がる支援の輪～　にご協力下さい！
　あなたの本のご寄付で、犯罪被害に遭われた方々への支援の輪が広がります。
　読み終えた本やCD・DVD・ゲームなどがあれば、とやま被害者支援センターに
お持ちくださるか、ご連絡いただければ引き取りに伺います。ご協力を、よろしく
お願いします。

　毎月11日にイオン高岡南店でお買い物され、黄色のレシートを店内に設置された投函
コーナーにある当センターのボックスに入れていただきますと、レシート合計金額の１％
相当額の物品がイオンリテール㈱様から当センターに寄贈されます。それを支援活動等の
事務用品類などに有効活用させていただきますので、皆様のご協力をお願いします。

ご協力いただいた方ご協力いただいた方ご協力いただいた方 ・富山地方検察庁・東部小学校PTA
・富山県警察・他多数の市民の方々

平成27年度は、49,868円の収益がありました。

多大なご協力ありがとうございました。

イオン黄色いレシートキャンペーンにご協力を

平成27年度中、会費を納入いただいた正会員・賛助会員と寄付をいただいた皆様
温かいご支援ありがとうございます。

（平成27年4月1日〜28年3月31日）

賛助会員（敬称は略）
法人・団体

㈱ ア イ ザ ッ ク・ オ ー ル
㈱ 四 十 物 昆 布 
㈱ ア イ ビ ッ ク ス
あ お ぞ ら 経 営 税 理 士 法 人
㈱ 朝 日 運 輸
㈱ 浅 野 組
㈱あづまコンクリート工業
㈱ ア ル ト
㈱ ア ル プ ス 発 電
㈲ 飯 田 造 園
池 田 電 気 工 事 ㈱
㈱ 池 田 模 範 堂
イ ー ス タ ン 自 動 車 ㈱
石 川 製 麺 ㈱
イ シ モ ト 環 境 資 源 開 発 ㈱
㈱ 井 波
射 水 建 設 興 業 ㈱
射 水 工 業 ㈱
射 水 市 生 活 安 全 課
岩 木 土 木
㈱ イ ン テ ッ ク
㈱ 魚 津 清 掃 公 社
㈱ エ イ チ
㈱ エ フ テ ッ ク
Ｓ Ｔ 物 流 サ ー ビ ス ㈱
Ｓ Ｔ メ タ ル ズ ㈱
食 事 処 　 円 城
オ ー ア イ 工 業 ㈱
大 浦 電 業 ㈲
㈱ 岡 部
小 川 建 設 工 業 ㈱
オ ー ク ス ㈱
㈱ オ ダ ケ 印 刷 社
小 竹 金 物 ㈱
㈱ オ フ ィ ス ケ イ
片 山　 孝 志（ 片 山 工 業 ㈱ ）
金 岡 忠 商 事 ㈱
㈱ 上 市 清 掃 公 社
カ ラ オ ケ 喫 茶 ロ コ コ
河 上 金 物 ㈱
川 原 工 業 ㈱

（学）北 日 本 自 動 車 学 校
㈱ 北 日 本 新 聞 社
北 日 本 物 産 ㈱
北 日 本 道 路 ㈱
キ タ ム ラ 機 械 ㈱
協 和 紙 工 業 ㈱
共 和 土 木 ㈱

共 和 紙 業 ㈱
㈱ 金 閣 自 動 車 商 会
㈱ 金 太 郎 温 泉
㈲ ク リ ー ン ア ク ト 砺 波
呉 羽 自 動 車 学 校
高 新 工 業 ㈱

（学）高 新 自 動 車 学 校
㈱ 公 生 社
交 通 企 画 ㈱
㈱ コ ー ジ ン
㈱ 小 杉 カ ン ト リ ー ク ラ ブ
医 療 法 人 財 団 五 省 会
寿 電 設 ㈱
㈱ 五 万 石
金 剛 薬 品 ㈱
サ カ ヰ 産 業 ㈱
坂 田 工 業 ㈱
サ ク ラ パ ッ ク ス ㈱
㈲ 佐 々 木 博 善 社
笹 嶋 工 業 ㈱

（医）社団マイクリニックさたけ産婦人科
㈱ サ プ ラ
三 越 ｔ 通 信 工 業 ㈱
三 協 ・ 立 山 ㈱
三 協 ワ シ メ タ ル ㈱
三 條 孝 順 税 理 士 事 務 所
㈲ サ ン ワ
三 和 運 輸 ㈱
㈱ジェック経営コンサルタント
㈲ 清 水 重 建
㈱ 上 智
㈱商工組合中央金庫富山支店
新 高 清 掃 ㈱
㈱ シ ン ソ ー ワ
㈱ 神 通 技 研
菅 野 印 刷 興 業 ㈱
鈴 木 工 業 ㈱
㈱ 関 口 組
㈲ 美 容 室 せ き ぐ ち
セ コ ム 北 陸 ㈱
第 一 交 易 ㈱
㈱ 第 一 電 工 舎
第 一 薬 品 工 業 ㈱
大 建 工 業 ㈱
太平ビルサービス㈱富山支店
㈱ た い よ う 共 済 富 山 支 店
㈱ 高 岡 市 衛 生 公 社
㈱ 高 田 組

㈱ 高 野 工 会
鷹 栖 建 工 ㈱
多 田 自 動 車 工 業 ㈱
立 山 畜 産 ㈱
立 山 製 紙 ㈱
㈲ タ テ ヤ マ フ ァ ー ム
田 中 精 密 工 業 ㈱
㈱ チ ュ － エ ツ
中 越 興 業 ㈱

（医）中 央 歯 科 医 院
チ ュ ー モ ク ㈱
㈱ チ ュ ー リ ッ プ テ レ ビ
津 根 精 機 ㈱
㈱ 角 土 石
寺 崎 工 業 ㈱
㈱ ド ア メ ン テ ナ ン ス
と う ざ わ 印 刷 工 芸 ㈱
東 城 建 設
藤 堂 工 業 ㈱
東 洋 ゴ ム 北 陸 販 売 ㈱
道 路 技 術 サ ー ビ ス ㈱
土 開 由 香 税 理 士 事 務 所
ト ナ ミ 運 輸 ㈱
砺 波 工 業 ㈱
富 美 道 路 ㈱
㈱ 富 冷
富 山 エ フ エ ム 放 送 ㈱

（学）富 山 大 原 学 園
富 山 カ ラ ー リ ン グ ㈱
㈱ 富 山 環 境 整 備
㈱ 富 山 銀 行

（一財）富山勤労総合福祉センター（呉羽ハイツ）
富 山 県 警 友 会 富 山 南 支 部

（一財）富 山 県 警 察 協 会
富 山 県 警 友 会
富山県警友会富山中央支部
富 山 県 小 型 運 輸 ㈱
学校法人富山県自動車学園
富山県指定自動車教習所協会
㈱富山県自動車教習所富山県第一自動車学校
富 山 交 通 産 業 ㈱
富 山 商 工 会 議 所
富 山 県 信 用 組 合
富 山 県 綜 合 警 備 保 障 ㈱
富 山 県 中 央 自 動 車 学 校
富 山 県 ト ラ ッ ク ㈱
富 山 県 元 刑 事 友 の 会
富山県遊技業防犯組合連合会

（公財）富山県交通安全協会富山支部
と や ま 市 漁 業 協 同 組 合
富山シティーロータリークラブ
富 山 市 八 尾 山 田 商 工 会
富 山 信 用 金 庫
富 山 通 商 ㈱
富 山 テ レ ビ 放 送 ㈱
富 山 ト ナ ミ 運 輸 ㈱
ト ヤ マ 電 話 工 事 ㈱
富山みらいロータリークラブ
富 山 ヤ ク ル ト 販 売 ㈱
富 山 リ ー ス ㈱
富山菱光コンクリート工業㈱
ト ヨ タ カ ロ ー ラ 富 山 ㈱
豊 富 産 業 ㈱
㈱ ト ン ボ 飲 料
㈱ 中 西 電 気
中日本ハイウェイ・メンテナンス北陸㈱
県 議 　 永 森 直 人
お 食 事 処 　 中 藤
中 村 印 刷 工 業 ㈱
㈱ 南 砺 工 業 所
西 川 自 販 ㈱
㈱ ニ チ ネ ツ
日 本 海 ガ ス ㈱
日 本 海 電 業 ㈱
日 本 生 命 保 険（相）富山支社
日本防災通信協会富山県支部
㈱ ノ ー ス ラ ン ド
野 村 土 建 ㈱
萩 浦 工 業 ㈱
㈱ ハ シ モ ト
㈱ パ ト ロ ー ド 富 山
ハ リ タ 金 属 ㈱
氷 見 土 建 工 業 ㈱
平 野 工 務 店 ㈱
㈱ 広 野
㈱ 深 松 組 北 陸 支 店
㈱ 福 野 養 豚 セ ン タ ー
㈱ 福 見 建 築 設 計 事 務 所
藤 井 組
㈱ 藤 井 産 業
伏 木 海 陸 運 送 ㈱
㈱ 婦 中 興 業
柞 山 農 産
北 酸 ㈱
㈲ 北 信 興 産
北 星 ゴ ム 工 業 ㈱

北陸宇部コンクリート工業㈱
北 陸 機 材 ㈱
㈱ 北 陸 銀 行
北 陸 砂 糖 ㈱
北陸綜合警備保障㈱富山支社
北 陸 電 気 工 事 ㈱
北 陸 電 機 製 造 ㈱
北 陸 電 力 ㈱
北 陸 ハ イ ウ ェ イ 建 設 ㈱
㈱ 北 陸 バ ロ ン 美 装
北 陸 湊 運 輸 ㈱
一般社団法人北陸予防医学協会
ほしのファミリー歯科医院
㈱ 星 名 産 業

（医）社団良峰会螢川クリニック
堀 自 動 車 販 売 ㈲
ほ ん だ ク リ ニ ッ ク
㈱ 牧 田 組
丸 新 志 鷹 建 設 ㈱
㈱ 丸 八
三菱レイヨン㈱富山事業所
水 新 建 設 ㈱
宮 口 建 設 ㈱
㈱ ミ ヤ マ サ 建 設
㈱ 宮 村 ボ ー リ ン グ
㈱ 宮 本 工 業 所
ミ ユ キ 化 成 ㈱
㈱ 三 四 五 建 築 研 究 所
㈲ 森 本 鉄 工 所
㈱ 安 川 組
山 下 電 気 産 業 ㈱
㈱ 山 富 ヤ マ ト Ⅱ
㈱ 陽 進 堂
横 山 冷 菓 ㈱
米 田 木 材 ㈱
米 原 商 事 ㈱
税理士法人　リタパートナーズ
㈱ 立 業 社
旅 館 だ ん ご 屋
Ｙ Ｋ Ｋ ㈱
ワ イ ケ イ ホ ー ム ㈱
㈱ 若 林 商 店
ワ カ ノ 電 工 ㈱

（医）社 団 法 人 　 和 敬 会

匿名希望　12
総数　248

正会員（敬称は略）
法人・団体 個　　　人

名 誉 会 員名 誉 会 員

（N）富山カウンセリングセンター
富山経済同友会
富山県医療ソーシャルワーカー協会

（公社）富山県看護協会
（一社）富山県経営者協会
( 一社）富山県警備業協会

（公財）富山県交通安全協会
（一社）富山県歯科医師会
富山県商工会議所連合会
富山県商工会連合会
富山県自治会連合会
富山県中小企業団体中央会

（一社）富山県トラック協会
富山県弁護士会

（公財）富山県防犯協会
富山県臨床心理士会
日本公認会計士協会北陸会富山県部会
北陸税理士会富山県支部連絡協議会

中　尾　哲　雄　　　　翠　田　章　男

四十物　直　之　　　　㈱四十物昆布代表取締役社長

牧　田　和　樹　　　　㈱牧田組代表取締役社長

久　保　伸　男　　　　（公社）とやま被害者支援センター事務局長

大久保　恵美子　　　　（N）全国被害者支援ネットワーク顧問

佐　竹　紳一郎　　　　さたけ産婦人科院長

三　條　孝　順　　　　三條孝順税理士事務所所長

豊　本　　　治　　　　高岡法科大学教授

本　田　　　徹　　　　ほんだクリニック院長

伊　藤　潤一郎　　　　アイティオ㈱代表取締役社長

髙　野　二　朗　　　　タカノ建設㈱代表取締役社長

吉　原　節　夫　　　　富山県明るい選挙推進協議会長

吉　本　裕　子　　　　吉本レディースクリニック院長

土　開　由　香　　　　土開税理士事務所所長
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ホンデリング　～本で広がる支援の輪～　にご協力下さい！
　あなたの本のご寄付で、犯罪被害に遭われた方々への支援の輪が広がります。
　読み終えた本やCD・DVD・ゲームなどがあれば、とやま被害者支援センターに
お持ちくださるか、ご連絡いただければ引き取りに伺います。ご協力を、よろしく
お願いします。

　毎月11日にイオン高岡南店でお買い物され、黄色のレシートを店内に設置された投函
コーナーにある当センターのボックスに入れていただきますと、レシート合計金額の１％
相当額の物品がイオンリテール㈱様から当センターに寄贈されます。それを支援活動等の
事務用品類などに有効活用させていただきますので、皆様のご協力をお願いします。

ご協力いただいた方ご協力いただいた方ご協力いただいた方 ・富山地方検察庁・東部小学校PTA
・富山県警察・他多数の市民の方々

平成27年度は、49,868円の収益がありました。

多大なご協力ありがとうございました。

イオン黄色いレシートキャンペーンにご協力を

個　　　人

寄　付　者

青 山 和 雄
麻 井 重 行
浅 野　　 彰
浅 野 好 一
芦 崎　　 保
飴 井　　 冶
生 駒 和 子
石 田 隆 信
板 谷 龍 二
市　崎　日出男
井 波 鐵 郎
今 井 義 松
今 村 知 代
入 江 哲 吉
岩　城　瑠璃子
上 田　　 弘
上　田　記美子
梅 津 啓 冶
圓 谷　　 桂
大 懸 純 夫
大 越 賢 治
奥 井 博 義
小　竹　久美子
小 竹 光 三

小 幡　　 駿
鹿 熊 正 一
笠 島　　 眞
笠 原 敏 夫
片 山 孝 志
加 藤 慶 憲
金　島　二三恵
加 納 雅 久
神 島　　 実
神 谷 英 基
亀　田　なみ子
亀 谷　　 勉
亀 谷 英 男
川 西 弘 文
木 澤 良 雄
木　澤　登己子
岸　　 文 雄
北　川　美智子
北 口　　 猛
北 山 幸 雄
久 和　　 進
楠 　 祝
栗 原　　 丞
小 塚 美 孝

小 西 由 郎
小 橋 洋 美
堺 井 欣 一
澤 田 儀 一
紫 藤 壽 男
柴 田　　 進
柴 田 建 明
島 田 勝 由
島 田 伸 男
清　水　喜美夫
小 路 泰 彦
定　塚　雄二郎
菅 田 秀 穂
椙 田　　 正
清　島　左久良
関 口 孝 志
関 口 龍 雄
関 口 睦 子
瀬 戸 文 雄
大上戸　文　男
高 井 外 次
高 倉 年 美
高 橋 寛 武
髙 橋 正 樹

高 橋 道 男
髙 松　　 優
竹 田 信 一
武 田 慎 一
田 島 信 義
多 田 和 作
近 島 信 雄
塚 原 安 昭
津 野 雅 信
鶴 見 端 夫
東 海　　 博
堂 故 裕 美
東 岱　　 励
長 尾 恒 憲
中 尾 哲 雄
中 川 隆 夫
中 川 俊 雄
中 木 幹 夫
中 島 貞 治
中 島 義 雄
長 勢 甚 遠
中 田 幸 夫
中 野 清 志
中 村 外 二

鍋 谷 博 志
西 川 彰 一
西 垣 信 夫
西 本 隆 夫
新 田 八 郎
苗 加 清 和
能 登 真 吾
橋 本 陽 子
畑 佐 英 夫
畠　　 正 二
畑 野 高 夫
畑 野 正 美
服 部 良 雄
花 田 喜 子
林　　 留 憲
林　　 和 夫
原 田 利 治
姫 野 洋 一
平 井 信 一
平 井 信 子
平 出　　 翠
開　　 眞 一
平 木　　 弘
平 木 明 子

平 野 章 治
廣 田　　 誼
広 地 良 信
福 岡 雅 夫
藤 井 幸 子
藤 井　　 巌
伏 間 修 市
法 土　　 寿
法 土 ユ リ
堀　　　登美子
堀　　 仁 志
本 田　　 實
前 田 次 夫
牧　　 達 夫
牧 野 悦 子
牧 野 重 雄
牧 野 隆 子
真 岸 義 昭
松 嶋　　 正
松　原　與志和
松 本 久 介
松 本 結 子
松 本 敏 博
松 本 正 美

松 山 敏 満
翠 田 章 男
水 島 典 久
宮　岸　富美雄
宮　腰　紀久子
向 井 辰 郎
向　井　真佐子
村 井　　 譲
村 上 謙 吉
村 澤 秀 夫
村 本 康 男
毛 利 彰 文
毛 利 英 満
矢田部　吉　広
山 岸 正 矢
山　崎　登志夫
山 崎 宗 良
山 崎 裕 子
山 崎　　 豊
山 地 隆 雄
山 下 富 保
山 達 雅 美
山 邊 光 和
山 本 修 一

余 川 外 次
吉　田　美暉子
鎧 塚 眞 吾
渡 辺 豊 秋
桂　　 恵 子
髙 木 哲 弘
髙 松 邦 子
永 山　　 寔
西　　　由美子
堀 田 和 博
堀 田 幸 子
前　　　麻里亜
山　本　美智子
浦 田 竹 昭
川 本 道 廣
大 野 和 幸
酒 井 雅 子
寺　崎　美栄子
吉 田　　 稔

富山市大泉地内の殺人・放火事件捜査に協力する会、大久保恵美子、犯罪被害者週間（募金箱）、
富山中央署生活安全課、南砺警察署（チャリティー）、南警察署（チャリティーオークション）、
高岡地区外国人安全対策協議会　会長　北村耕一郎、カラオケ喫茶ロココ、警備部機動隊（チャ
リティー）、入善警察署、本部Ａチーム、小矢部警察署（チャリティー）、北陸コカ・コーラボ
トリング㈱北陸地区本部　富山支店、㈱ベネフレックス、㈱ダイドードリンコ北陸　富山営業
所、北陸自動販売㈱、㈱ジャパンビバレッジ、㈱アペックス、㈱コーシン

＝被害者支援自販機の設置協力＝
本年も、次のメーカーのご協力をいただき、警察本部や各警察署などに設置してある飲料自販機（39
台）の売り上げの一部を、犯罪被害者支援金として寄付していただくことになりました。
・北陸コカ・コーラボトリング㈱　・㈱ベネフレックス　・中部ペプシコーラ販売㈱
・㈱ジャパンビバレッジウェスト　・㈱ダイドードリンコ北陸　・㈱アペックス　・北陸自動販売㈱
・コーシン・サントリービバレッジ㈱
＝個人、民間事業所＝
　これらのメーカーでは、県内どこにでも被害者支援自販機の設置が可能です。設置にご協力いただけ
る方、事業所、または、検討をお考えの方、ぜひ、宮本事務局長までご連絡をください。
　皆様のご協力を、お待ちしています。よろしくお願いいたします。

ありがとう

ございます
。

富山県警察本部長以下警察官・警察職員　2250名／匿名希望　48名／総数　2485名
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公益社団法人

岡田繁憲氏
おか だ

富山県南砺市（福野町）に生まれる

文化勲章受章者の故奥田元宋氏に師事　日展初入選

日展特選　日展会友

セントラル日本画大賞展に招待出品

日展特選　文化庁現代美術選抜展出品　とやま賞受賞

　　　「森の譜」・「緑陰譜」内閣官邸借上

富山県民会館美術館にて個展

北日本美術大賞展にて特別賞受賞

となみ野展にて部門賞受賞　「森の鳥」新首相官邸借上

日展審査員

日展会員　となみ野展にて部門賞受賞

高岡市美術館にて「日本画の最前線」展

南砺市福光美術館

「岡田繁憲日展出品32作品と遊虎・紫音親子3人展」

日展審査員

　当センターは今年9月に設立10周年を迎えます。この10年間、犯罪被害者や関係者からの相談、
支援に携わってきたボランティアの皆さんに活動を振り返ってもらい、あらためて被害者に寄り
添う姿勢について考えたいと思います。

　犯罪被害者支援員になって10年になります。一つ
として同じような事案はないので、悩み、戸惑いな
がら支援活動に携わっています。私がこれまで経験
してきた支援の内容は、電話相談を受けたり、病
院・裁判所への付き添いや裁判所における傍聴記録
を取ったりなどをしてきました。また自助グループ
での支援では、これまでの幸せな生活を一変させる
犯罪被害に苦しむ方のお話を聴いたりして、辛い気
持に寄り添い、私なりにそれぞれの事案に対応して
います。これからも頼られる支援員を目指して、リ
ーダー相談員の助言を受けながら、自分が被害者の
立場だったら、私に何が求められているのだろうか
と考え、犯罪被害者に寄り添って支援にあたってい
きたいと思っています。（小林）

1950年

1976年

1985年

1989年

1990年

1991・1994年

1996年

2001年

2002年

2003年

2004年

2007年

2010年

2011年

現在　日展会員　新日春会会員　南砺市美術連合副会長　他
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正会員、賛助会員等発　行／富山県公安委員会指定犯罪被害者等早期援助団体
　　　　公益社団法人とやま被害者支援センター
責任者／事務局長　宮本　春慶
事務局／〒930－0858　富山市牛島町5番7号
　　　　TEL：076-413-7820　FAX：076-471-7825
E-mail／jimukyoku@toyama-shien.com
ホームページ／http://www.toyama-shien.com

しげ のり

設立10周年に思う〈上〉

悩み、戸惑いながらも…
　2006年5月から被害者支援というものが何か全くわ
からないまま応募し、研修に参加しました。県警の
機動隊の建物で研修を受け、毎回レポートを県警の
担当者に提出しました。
　その年の10月に現在の建物の2階にセンターがオー
プンし、最初は皆、手探り状態で電話がかかってく
る度にドキドキのスタートでした。支援員になって
10年になりますが、被害者やご遺族の方々のお話を
聴く度に胸が詰まり、落ち込んでしまいます。そう
いう方々が、少しでも日常生活に戻れ、安心して生
活ができるようこれからも精進していきたいと思い
ます。（米田）

被害者の安心のために

講演会＆コンサートセンター設立10周年記念

『命の大切さを学ぶ作文コンクール
                                優秀作品の表彰と朗読』
　　　　　　　　　　　　　　　        （中・高校生）

第1部

『講演会』　　尾木直樹さん（法政大学教授）第2部

『コンサート』Tomomiさん（シンガー・ソングライター）第3部

日時

場所

講演会＆コンサート講演会＆コンサートセンター設立10周年記念センター設立10周年記念
入場無料

　今年の桜は、春の嵐もあってかあっという間の感があった。
　この五月には富山市でG7環境相会合が開催されるが、こ
のところの地球規模の温暖化は、樹木の開花にも影響を及ぼ
していると聞く。
　例年、誰しもが待ち望む桜の開花、「春眠打破」という言葉
があるが、自ら厳しさの中に身を置き、支援を求める人達に希
望の光を、また心の安らぎや癒しを得ていただける“桜花”の
ような存在になりたいものである。

編集後記

平成28年11月26日（土）　
午後1時30分から

オークスカナルパークホテル富山
（富山駅北口から徒歩2分）


